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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】授乳時の負圧の解消と、ミルクの漏れを防止し
た通気調節構造を提供する。
【解決手段】弾性素材の乳首２と、哺乳びん本体１と、
乳首２を装着して哺乳びん本体１の開口部との間に挟持
するキャップ３からなる哺乳びんにおいて、乳首２の下
端部分に哺乳びん本体１の開口部の天面に載置可能でそ
の最大径より僅かに大きい径のフランジ部２４を形成し
、このフランジ部２４の上面全周にわたって環状にＶ字
溝２４ａを凹設すると共に、その一部の外側方向に前記
Ｖ字溝２４ａの底部と連続して平坦な開放部２４ｂを形
成し、その開放部２４ｂに対応するフランジ部２４の下
面には通気溝２４ｃを直径方向に凹設する一方、キャッ
プ３に設ける内向きフランジ３２の下面に、Ｖ字溝２４
ａに嵌入可能なリング状の突条リブを３２ａ設けて通気
調節構造とした。
【選択図】図５
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　弾性素材の乳首と、哺乳びん本体と、前記乳首を装着して前記哺乳びん本体の開口部と
の間に挟持するキャップからなる哺乳びんにおいて、前記乳首の下端部分に前記哺乳びん
本体の開口部の天面に載置可能でその最大径より僅かに大きい径のフランジ部を形成し、
このフランジ部の上面全周にわたって環状にＶ字溝を凹設すると共に、その一部の外側方
向に前記Ｖ字溝の底部と連続して平坦な開放部を形成し、その開放部に対応する前記フラ
ンジ部の下面には通気溝を直径方向に凹設する一方、前記キャップに設ける内向きフラン
ジの下面に、前記Ｖ字溝に嵌入可能なリング状の突条リブを設けたことを特徴とする哺乳
びんの通気調節構造。
【請求項２】
　上記哺乳びん本体の開口部の天面は、所定幅の水平平面である請求項１記載の哺乳びん
の通気調節構造。
【請求項３】
　上記通気溝の長さは、その外側端部が上記哺乳びん本体の開口部の天面の幅の途中に位
置する長さである請求項１または請求項２記載の哺乳びんの通気調節構造。
【請求項４】
　上記開放部及び通気溝は、フランジ部の円周方向に１乃至複数個所に設ける請求項１か
ら請求項３のいずれか１項記載の哺乳びんの通気調節構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、弾性素材製の乳首と、哺乳びん本体と、前記乳首を哺乳びん本体に装着す
るためのキャップからなる哺乳びんにおいて、授乳時に生じるびん内の負圧状態を解消す
るための通気調節構造に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、この種の哺乳びんにおいて、乳首の下端に設けたフランジ部分に、通気孔や吸入
弁を設けて、哺乳びん内の負圧を解消し、授乳を容易とした哺乳びんは公知である。
【０００３】
　例えば、特許文献１に開示されている乳首は、フランジの表裏に貫通する吸入弁を設け
ると共に、この吸入弁より胴部分を通って吸引部底部まで空気溝を形成して、外部と吸入
弁とを連通したものである。
【０００４】
　また、特許文献２に開示された哺乳器においては、容器と、人工乳首と、ギャップ開口
を有するキャップ部とを有し、人工乳首のフランジ部に第１、第２の通気調節部と、通気
確保部とを備えたものが開示されている。
【０００５】
　また、特許文献３に開示された人工乳首及び哺乳器においては、フランジ部に逆止弁が
形成され、また、括れ部とキャップの間に隙間を形成し、前記逆止弁は隙間と連通する位
置に設けられていると共に、膨出部に外部と連通する貫通孔を設けて、通気路を形成した
ものである。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００６】
【特許文献１】特開２００１－２０４７９６号公報
【特許文献２】特開２００４－１２９９４０号公報
【特許文献３】特開２０１１－９２５５２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
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【０００７】
　しかしながら、これら従来の乳首や哺乳器においては、いずれの場合も乳首の下部のフ
ランジに貫通孔乃至は吸入弁を形成しているので、その構成が複雑であり、製作に高度な
技術と手間を要し、高価なものとなっていた。
【０００８】
　また、弁構造を採用するものの、該部には常に空気通路が形成されているので、温度の
高いミルクを収容した場合には、哺乳びんの内圧が高くなって、その空気通路からミルク
が外部に漏出するというおそれもあった。
【０００９】
　さらに、キャップの締め付け具合によっては、フランジに設けた弁構造部分が変形し、
弁の正常な動作に支障を来す場合もあった。
【００１０】
　本発明は、かかる従来の実情に鑑みてなされたものであり、従来とは全く異なる構成の
通気調節構造を採用し、授乳時の負圧の解消と、ミルクの漏れの防止の問題を解決するこ
とを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【００１１】
　上述した諸課題を解決するために、本発明は、弾性素材の乳首と、哺乳びん本体と、前
記乳首を装着して前記哺乳びん本体の開口部との間に挟持するキャップからなる哺乳びん
において、前記乳首の下端部分に前記哺乳びん本体の開口部の天面に載置可能でその最大
径より僅かに大きい径のフランジ部を形成し、このフランジ部の上面全周にわたって環状
にＶ字溝を凹設すると共に、その一部の外側方向に前記Ｖ字溝の底部と連続して平坦な開
放部を形成し、その開放部に対応する前記フランジ部の下面には通気溝を直径方向に凹設
する一方、前記キャップに設ける内向きフランジの下面に、前記Ｖ字溝に嵌入可能なリン
グ状の突条リブを設けて通気調節構造とするという手段を採用した。
【００１２】
　かかる構成の通気調節構造によれば、キャップを介して上記構成の乳首を哺乳びん本体
の開口部天面に載置したときに、乳首のフランジ部の下面が前記開口部天面に密着して該
部を密閉するものである。また、キャップをより締め付けると、キャップの内向きフラン
ジの下面に設けた突条リブがＶ字溝を介して通気溝の外側端部を跳ね上げ、びん内部と外
気との間に通気路を形成することができる。そして、これにより、負圧が解消するもので
ある。
【００１３】
　そして、上記哺乳びん本体の開口部の天面は、所定幅の水平平面とするという手段を採
用した。
【００１４】
　さらに、上記通気溝の長さは、その外側端部が上記哺乳びん本体の開口部の天面の幅の
途中に位置する長さであるという手段を採用した。
【００１５】
　これにより、乳首のフランジ部の下面と当該天面とが確実に密着し、びんの開口部を全
周にわたって確実に密閉する。
【００１６】
　なお、上記開放部及び通気溝は、フランジ部の円周方向に１乃至複数個所に設けること
ができる。
【発明の効果】
【００１７】
　上記構成を採用した本発明に係る哺乳びんの通気調節構造によれば、乳首を取り付けた
キャップを軽く締め付けるだけで、乳首のフランジ部が全周にわたって哺乳びん本体の開
口部天面に確実に密着するので、びんの開口部を密閉し、ミルクの不用意な漏出を確実に
防止できるという優れた効果が期待できる。
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【００１８】
　さらに、キャップを締め付けることで、リング状の突条リブが通気溝を設けたフランジ
部の外周端部を跳ね上げ、通気溝を開通させるので、授乳時に生じていたびん内の負圧の
状態を解消できる。また、キャップの締め付けを加減することによって、通気溝の開通面
積が調節できるので、負圧を解消する度合いを適宜変更できるようになった。そのため、
常に快適に授乳させることができるようになった。
【００１９】
　また、哺乳びん本体の開口部の天面を水平面とすると共に、園はｑばの途中に通気溝の
外側端部を位置させているので、乳首のフランジ部を天面に載置しただけで、該開口部を
全周にわたって確実に密閉できるものである。
【００２０】
　なお、通気溝の形状や個数は適宜選択することが可能であるので、哺乳びんの大きさな
どに応じて、最適なものを選定できる。
【図面の簡単な説明】
【００２１】
【図１】（Ａ）は哺乳びんの全体正面図、（Ｂ）はそのＡ－Ａ線断面図である。
【図２】（Ａ）は乳首の斜視図、（Ｂ）は矢印部分の拡大斜視図である。
【図３】（Ａ）は乳首の正面図、（Ｂ）はそのＡ－Ａ線断面図、（Ｃ）は乳首の側面図、
（Ｄ）はそのＢ－Ｂ線断面図、（Ｅ）は乳首の平面図、（Ｆ）は乳首の底面図である。
【図４】（Ａ）は乳首の中央縦断面図、（Ｂ）はその部分拡大図である。
【図５】通気溝部分の態様を示す部分拡大説明図で、（Ａ）はキャップを軽く締め付けた
状態、（Ｂ）はキャップを強く締め付けた状態を示すものである。
【図６】乳首のフランジの下面に設ける通気溝の形状の例を示すものである。
【発明を実施するための形態】
【００２２】
　以下、本発明に係る哺乳びんの通気調節構造についての好ましい実施形態を、添付図面
に従って説明する。
【００２３】
　図１（Ａ）、（Ｂ）において、１は、ガラス製若しくは合成樹脂製の哺乳びん本体、２
は、シリコンゴム等の弾性素材からなる乳首、３は、この乳首２を前記哺乳びん本体１に
固定するための合成樹脂製のキャップであり、これらの部材によって哺乳びんが構成され
る。なお、かかる構成は、従来ある各種哺乳びんの構成と変わるものではない。また、上
記各構成部材の素材については、特に限定するものではなく、必要に応じて適宜選択でき
るものである。
【００２４】
　哺乳びん本体１は、その形状は特に限定されず、例えば広口開口のびん等、従来公知の
ものを用いる。但し、後述するように、その開口部の天面１１は平坦（水平面）である必
要がある。これは、下述する乳首２のフランジ部２４の下面が密に接するようにするため
である。また、キャップ３は、上記哺乳びん本体１の上端開口部外周面のネジ部１２に螺
着可能なネジ胴部３１と、乳首２を係着する内向きフランジ３２からなり、内向きフラン
ジ３２を下述する乳首２の括れ部２３に係入させると共に、内向きフランジ３２の下面と
、上記びん本体１の水平天面１１との間に乳首２のフランジ部２４を挟定して、乳首２を
固定する（図１（Ｂ）参照。）。なお、この内向きフランジ３２の下面には、リング状の
突条リブ３２ａが形成されているが、これについては後述する。
【００２５】
　次に、上記乳首２について、図２～図４に従って説明する。各図において、２１は頭頂
部に所定形状の切込み開口が形成された乳頭部、２２は胴部、２３は括れ部、２４はフラ
ンジ部、２５は下面嵌入部であり、その構成は、基本的に従来の乳首と同じものである。
また、素材も特に限定するものではないが、シリコンゴム等により形成される。前記乳頭
部２１の頭頂部上面に形成される切込み開口は、図示していないが、例えば十字状、Ｙ字
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状、一文字状などのスリット等により形成され、該切込み開口からミルクが吸い出される
。胴部２２は途中に複数のなだらかな段部のある略円錐状であり、その下端は縮径して括
れ部２３となっている。この括れ部２３に上述したキャップ３の内向きフランジ３２が係
入する。この括れ部２３に続いて、哺乳びん本体１の開口部の天面１１に載置可能なフラ
ンジ部２４が外向きに形成され、その最大径は、上記哺乳びん本体１の開口部の天面１１
の最大径と同じか僅かに大きい径とする。そして、その下面には哺乳びん本体１の開口部
に嵌入するように下面嵌入部２５が形成されている。そして、キャップ３を介して哺乳び
ん本体１に装着すると、フランジ部２４の下面全周が哺乳びん本体１の天面１１に密着し
てびんの開口部分を完全に密閉することができる。
【００２６】
　図２、図３の各図に示されているように、上記フランジ部２４の上面には全周にわたっ
て環状にＶ字溝２４ａが凹設されている。また、そのうちの２箇所は、Ｖ字溝の底部と連
続して外側方向に平坦な開放部２４ｂが形成されている。一方、その開放部２４ｂに対応
するフランジ部２４の下面には、それぞれ、３本の平行溝からなる通気溝２４ｃが直径方
向に凹設されている（特に、図３（Ｂ）、（Ｅ）、（Ｆ）参照。）。この通気溝２４ｃの
長さは、その外側端部が、哺乳びん本体１の天面１１の幅の途中に位置するような長さと
し、また、上記上面のＶ字溝２４ａとの関係では、Ｖ字溝２４ａの底部より外側に位置す
るようにしている。そして、その詳細は、図４（Ｂ）の拡大図に示されている。
【００２７】
　次に、図５によって、上記各構成部材からなる通気調節構造の作用について説明する。
同図（Ａ）は、乳首２の括れ部２３にキャップ３の内向きフランジ３２を係入させたうえ
、哺乳びん本体１のネジ部１２に軽く締め付けて螺着した状態を示している。この状態で
は、キャップ３の内向きフランジ３２の下面に設けた突条リブ３２ａが乳首２のフランジ
部２４の上面のＶ字溝２４ａに嵌入して押圧し、これによって、弾性を有するフランジ部
２４の下面が全周にわたって哺乳びん本体１の天面１１に完全に密着するので、哺乳びん
本体１の開口部分は、全周にわたって確実に密閉される。そのため、仮に哺乳びんが倒れ
ても、中のミルクが漏出することはない。
【００２８】
　続いて、キャップ３をさらに締め付けていくと、同図（Ｂ）に示すように、通気溝２４
ｃの部分において、突条リブ３２ａが乳首２のフランジ部２４の上面をさらに押圧するの
で、その弾性によってフランジ部２４の外周端部分が跳ね上がり、天面１１との密着が解
かれる。これにより、上記通気溝２４ｃが外部に開通し、外気との通気路が形成される。
この跳ね上がりは、前述したように、通気溝２４ｃの反対側上面に平坦な開放部２４ｂが
形成されているので、フランジ部２４とキャップ３の内側面とが互いに干渉しないことに
よるものである。このように通気路が形成されることにより、授乳時の負圧が解消され、
乳児は容易にミルクを吸飲することができる。
【００２９】
　この場合、キャップ３の締め付け程度によって、通気溝２４ｃによって形成される通気
路の開通面積が調節できるので、授乳する乳児に最適な通気路の状態を確保できる。
【００３０】
　なお、さらにキャップ３を締め付けると、通気溝２４ｃは圧潰され、再び通気路は閉鎖
されることになる。よって、中のミルクが漏出することはない。
【００３１】
　このように、キャップ３の締め付け具合を適宜加減することで、通気路の開通度合いを
調節することが可能であるので、授乳に最適な負圧の解消を選定することができるもので
ある。
【００３２】
　なお、通気溝２４ｃは上記実施形態に限定されるものではなく、様々な形態を採用でき
る。即ち、図６に例示するように、（Ａ）溝が１本のもの、（Ｂ）溝が２本のもの、（Ｃ
）溝がＵ字状のもの、（Ｄ）３本の溝が次第に拡開するものなど、種々のものを採用する
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ことが可能である。また、その設置箇所も、１箇所に限定するものではなく、実施形態の
ように２箇所（Ｅ）に設けたり、等間隔に３箇所（Ｆ）、またはそれ以上に設けることが
できる。
【００３３】
　要するに、乳首２のフランジ部２４の下面に、所望形状の通気溝２４ｃを設け、これを
キャップ３の締め付け程度によって開閉可能として通気路を確保するようにすればよい。
【符号の説明】
【００３４】
　１　　哺乳びん本体
　２　　乳首
　３　　キャップ
１１　　天面
１２　　ネジ部
２１　　乳頭部
２２　　胴部
２３　　括れ部
２４　　フランジ部
２４ａ　Ｖ字溝
２４ｂ　開放部
２４ｃ　通気溝
２５　　下面嵌入部
３１　　ネジ胴部
３２　　内向きフランジ
３２ａ　突条リブ

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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